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　‘Congratulations !’というタイトルのeメー
ルが，2006年 6月末のある朝，私のもとに届き
ました。Brazier Award受賞の連絡と， 9月初
旬にスコットランドのエジンバラで開かれる国
際臨床神経生理学会での受賞講演依頼を知らせ
る内容でした。Brazier Awardは，1950-80年代
に活躍した神経生理学者，Mary Brazier博士
にちなんで International Federation of Clinical 
Neurophysiology（国際臨床神経学会）が創設し
た学会賞です。 4年に 1度開催される，国際臨
床神経生理学会に合わせ，40才以下の臨床神経
生理学者に与えられます。勧められるままに応
募をしたものの，国際学会の学会賞というもの
は，欧米の一流の研究所で活躍している研究者に
ふさわしいとのイメージでしたので，私のような
普通の日本人の女の子（もう女の子とは言えない
年齢かもしれませんが）のもとに，そのような幸
運がめぐってくるとは夢にも思っていませんでし
た。しかし，「普通の日本人の女の子」にとって
は，学会賞の受賞および受賞講演はとてつもない
幸運であると同時に，たいへんな試練でもありま
した。私は研究らしい研究を始めてからまだわず
か 3年であり，海外留学経験も国際学会でのoral 
presentationの経験もなく，英語をなんとか書く
ことはできても，「聴く，話す」のはなかなかた
いへんという実力の持ち主です。自分のもつ国際
学会賞受賞者のイメージと自分があまりにもかけ
離れており，ギャップに苦しくなりました。こん
な人に賞をあげてしまって失敗した ! と思われ
たらどうしよう･･･。タイムリミットは約 2ヶ月
です。
　受賞の対象論文は，「ヒト糖尿病性末梢神経障
害における軸索Na電流の変化」です［1］。臨床
に役立つのか，皆目，検討もつかない響きをも
つテーマですが，糖尿病性末梢神経障害の治療
戦略を考える上では，大切な知見であると考え
ています。糖尿病の合併症の中で，末梢神経障
害は最も早期から出現し，軸索変性，脱髄など
の器質的障害はほぼ不可逆です。ところが，これ
らの器質的障害に加え，血糖コントロールをリア
ルタイムに反映し，高血糖による代謝異常から軸
索Na電流低下，それに伴う神経伝導遅延を生じ
ること，強化インスリン療法，アルドース還元酵
素阻害薬治療によりこの電流異常は改善されるこ
とを明らかにしました［2-5］。つまり，軸索Na電
流のモニタリングにより，治療可能な可逆的な異
常の程度，治療効果を客観的に評価できるといえ
ます。評価に用いた方法はThreshold tracking法
という手法で，1990年代に英国国立神経研究所
のHugh Bostock教授により開発され，神経内科
では2000年からBostock教授との共同研究を行っ
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ています。この手法はこれまでパッチクランプ法
などでしかアプローチできなかった，軸索のイオ
ン電流を非侵襲的に簡単に評価できる画期的な方
法です。私達のグループでは，この手法を臨床応
用し，糖尿病性末梢神経障害をはじめ，ギラン・
バレー症候群，運動ニューロン疾患などのイオン
チャネルレベルの病態の検討を行ってきました。
　どうしたら私達の研究を理解してもらえるだろ
う，どうしたらBrazier Awardの名前にはずか
しくない発表ができるだろう…。メールの届いた
その日から，私の戦いが始まりました。心の中は
うれしい気持ちよりも，不安ではるかにいっぱい
でした。英語での「受賞講演」というpressure
に，はじめは押しつぶされそうで，「一生に一度
のチャンスだから楽しみながらがんばろう」と
自分の意識を変えていくことから始めました。日
常診療を終えると夜も更けていることが多く，そ
れから，気持ちを切り替えて発表の準備に取り組
みました。月日は飛ぶようにすぎ，気がつくとス
コットランドへの出発の日を迎えていました。
　エジンバラはその美しい街並みで世界遺産
にも指定されている都市です。街の中心には切
り立った岩山があり，そこから人々を見下ろす
ようにエジンバラ城がそびえたちます。歴史の
重みを感じさせる風景に感動しながらも，落ち
着かない心持ちでした。最初の試練はopening 
ceremonyでの授賞式でした。緊張で脚が震えて
しまい，やっとのことで壇上へあがり，表彰状
を頂きました。席に戻ると周りの出席者が口々
に「congratulations !」と声をかけたり，握手を求
めてくださったりしました。その後のreception 
partyでも，たくさんの方が私に話しかけてくだ
さり，もっと英語が自由に話せたら楽しかったの
にと，とても残念な気持ちがしました。
　そして，ついに発表の日がやってきま
し た。Chairmanは， 学 会 誌 で あ るClinical 
Neurophysiology誌のEditor-in-Chiefでもある
NIHのMark Hallett教授でした。「英語での
presentationは初めてなので，がんばります」と
挨拶すると，にっこり笑って「それはいい。これ
からもたくさん発表しなさい」と元気づけてくだ
さいました。開き直ってしまったのか，不思議と
落ち着いて本番には臨むことができました。最初
は少し声が震えたものの，原稿を読むことなく発
表でき，Q&Aもとても充分とはいえませんが，
フロアからの応援なしになんとかきりぬけまし
た。また，いつも特別講演をされているような有
名な先生方がたくさん聞きにきてくださったこと
にもたいへん感動し，研究者としての一歩を踏み
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出せたような気持ちがしました。
　私にとっては非常に大きな山でしたが，貴重
なかけがえのない経験でした。100点満点のでき
ではありませんが，努力してなんとか乗り越え
られたことでこれまでなかなか持つことのできな
かった自信を少し持てるようになりました。チャ
ンスはいつめぐってくるかわかりません。せっか
くやってきたチャンスをしっかりつかんで自分の
ものにするためにも，常に努力を続けていること
が大切なことを痛感しました。女性が一線で研究
を継続することは現実的にはなかなかたいへんで
すが，これからも私なりに，甘えることなくがん
ばっていきたいと考えています。
　最後になりましたが， 3年という短い期間で世
界の舞台になんとか立てるようにご指導くださっ
た服部先生，桑原先生，いっしょに研究を進めて
きた臨床神経生理グループの仲間にこの場をお借
りしてお礼を申し上げたいと思います。ありがと
うございました。
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